
 
 

◇東条地域の意見の概要 

①まちづくりの提案（地域をより良くするために／課題を解決するために） 

地域の中で自分たちが出来ること 

カテゴリ 
まちづくりへの提案 （青字：第１回ワークショップで出

た意見 黒字：第２回ワークショップで出た意見） 
自分たちが出来ること 

土地利用 

市街地整備 

・西地区にスーパーや飲食店を誘致・整備する 
・店舗の誘致に旧マックスバリューの跡地などを活用

する 
・健康の森（キャンプ場）を活用する 
・既存の小学校体育館の活用方法を考える 
・農地の利活用として、市外の人向けに田植え体験等

を行う 
 

・空家を活用し、市は活用する

人を支援する 
 
 
 
・獣害対策として、イノシシ対

策の柵を市の補助を受けて設

置する 
 
・天神商店連盟と一緒に、公民

館の活用、催しを考える 
 

道路・交通 

・広域交通の利便性を活かし、コンサートホールや体

育館など市外から大人数が集まる場所を作る 
・南山地区の生活道路に歩行者信号を設置する 
・加東市が小型バスを運行し、本数を増やす 
・公共交通について、地域公共交通協議会で改善策を

考える 
・道の駅を中心に盛り上げていく 
・道の駅でのイベント時は、マイクロバスの運行等に

よりアクセスしやすく 
・人口が集積し道の駅がある南山地区、商業機能があ

る天神地区を 2 本柱にしてまちづくりに取り組む 
 

・高速道路沿いの主要地方道を

改良する 
 
・高速バスをひょうご東条 IC に

停車させる 
 
 
・道の駅のマルシェを市が助成

→若い人が積極的に参加 

河川・ 

上下水道 

・鴨川ダムを適切に管理・点検する 
・東条川沿い、排水を改善し安全化 

 

公園・緑地 ・新しい公園を確保する  

自然環境 

景観 

・桜ウォークの宣伝を強化する 
・サイクリングに来る人にイベント、桜ツーリングを

開催する 
・山が多いので、ロッククライミングやロープ登り・

アスレチック等で活用する 
・太陽光発電や大きな建築物の景観対策を考える 

 

防災・防犯 

安全安心 

・地域全体、特に嬉野の坂道に街灯が少ないので設置

する 
 

その他 

・地域内の交流が希薄で自主的な行事参加が少ないの

で、地域の人に声を掛ける 
・地域イベントや伝統行事への参加意識を高める方法

を考える 
・コスミックホールを地元の人が使いやすくする 
 

・若手の人が活動する事業をも

っと助成する 
・とどろきカフェ、ふれあい喫

茶等への参加と若い世代への

継承 
・運動会、文化祭の時に出店を

出しているので、若い世代へ

継承する 
・十二単のお雛さんイベント、

お雛さん体験を行っているの

で、伝統産業を知ってもらう

ため PR していく 

 

  



 
 

②地域を表す「キャッチフレーズ」 

東条地域のキャッチフレーズ（案） 

（E班） 

●キャッチフレーズ 

「自然と伝統を守り みんなで奏でる 新しいまち 東条」 

 

●キーワード 

・自然豊かなまち（山・東条湖） 

・伝統産業が息づくまち（こいのぼり、ひな人形、釣針） 

・緑・桜・鯉・釣針・東条湖・ひな人形・ゴルフ 

・アクセスが便利 道の駅にぎわい 

・みんなでつくるまち 

・まち一丸と 

・コスミックホール（クラシックだけでなく）→音楽 

 

 



地域の改善したいところ 地域の課題を改善するために 地域の中で自分たちができることカテゴリー 地域の良いところ 地域の良いところをもっと良くするために

土地利用

市街地整備

道路・交通

河川・上下水道

公園・緑地

自然環境

景観

防災

防犯

安全安心

その他

東条地域（E班） ワークシート

のんびりした雰囲気

東条湖おもちゃ王国は

安価で小さな子供が遊
ぶのに良い

東条川は昔拡幅された
ので割と安全

東条川沿いのグリーン

ロードの桜が美しい

コスミックホールの

公園

※今後廃止

中国道のIC

（東条IC）が
あるので便利

神戸・大阪に近い

（行きやすい）

高速バスが便利

南山地区で人口が維

持されている

コスミックホールのイ

ベントが充実、音響が
良い

市外の人を呼んで田

植え体験等を行う

西地区にスーパーや

飲食店が少ない（天
神には行きにくい）

鴨川ダムの管理が必要（東条川

沿川の低地が浸水しないよう）

子どもが外（広場）

で遊ぶ姿をみない

子どもが遊べる

公園が少ない

ダムの点検ちゃ

んとやる

広域交通が便利

秋津富士から眺める

景色が美しい

東条湖の桜が美しい

田んぼウォーク(山田
錦ウォーク)を実施

お酒を飲んで歩

いて帰れる店が
少ない

旧マックスバ

リューの跡地な
どを活用

西地区にお店（買

い物・飲食）を誘
致（整備）する

美しい自然（桜）、景観の保全・活用

災害の危険性

ツーリストを
活かしたイベ
ントを開催

桜ウォークの宣伝、
PRの強化

桜ツーリングの開催

子どもが遊べる公園の確保既存公園

山の活用（ロッククライミング、
ロープ登り、アスレチック等）

レジャー・文化施設の充実
地域コミュニティ

農地の利活用

生活利便施設の不足

サイクリングに

来る人が多い

公共施設が不便

店舗の誘致、跡地活用

健康の森の

活用

小学校体育館

の活用方法を
考える

バレーボールが盛んだったが、
体育館がなくなりつつある
（体育館の廃止）

旧小学校の体育館
は使いづらい

既存施設の利活用

道路の凸凹が補

修されていない
（通学路等）

生活道路の管理不足

車がないと生活できない、電車が

走っていない、バスの乗り継ぎが
不便（便数少ない・運賃高い）

バスの本数

を増やす

公共交通の改善

公共交通をどうするか考える

（地域公共交通協議会）

生活道路の交通安全対策

歩行者用信

号をつける

南山：車用の信号

ばかりで歩行者用
の信号が少ない

市によるバスの運営

(こぢんまりしたバス)

ダムの適切

な管理

日頃の安全対策の充実

地域全体で街灯が少ない

※特に嬉野の坂道

地区の側溝が
よくあふれる

街灯の設置

地域内での交流が希薄

南山地区以外は子
供や人が少ない

南山地区の人と

交流は少ない

祭りに来る人も

少ない

人が動かない(イベ

ント等で強制参加
が多い)

地域の人への声掛け

参加意識を高める方法

を考える

よその地域から三万人集まれるまちづくり

人が集まる場所づくり、コトづくり（例え

ばコンサートホールや体育館）

地域のイベントや伝統行事の継承

人が集まるまちづくり

山が多い

地域のキャッチフレーズ
自然豊かなまち
（山・東条湖）

緑・桜・鯉・釣針・東
条湖・ひな人形・ゴル
フ

伝統産業が息づくまち
（こいのぼり、ひな人
形、釣針）

みんなでつくるまちアクセスが便利
道の駅にぎわい

まち一丸と自然と伝統を守り
みんなで奏でる
新しいまち 東条

東条川沿いに信号が無くて
怖い（付けられない？）

高速道路沿い主要地方道が凸凹

ひょうご東条ICに

高速バスを停める

東条川沿い、堰によ

り排水があふれる
排水を改善し、安全化

東条川沿いの通学路

が凸凹（桜の根が
張っている）

道の駅のマルシェを市が

助成→若い人が積極的に
参加する

天神商店連盟と一緒に、公

民館の活用、催しを考える

天神→神戸の高速バスが便利になった

道の駅は市外の人もいっぱい来る

※高台にあるので、地元の高齢者はア
クセスしにくいかも

マイカーが無くても

行けるように

イベント時にマイク
ロバスを出す

道の駅を中心に盛り

上げていくべき

地元の人がコスミック

ホールを使いやすくする

道路改良
が必要

昔は小野へバスが走っていた

汲み取りの世帯

が残っている

新しい公園を確保する
（小さくなる予定）

太陽光発電が多い（東条にはまだ無いが、

多すぎると良くない）

南山にとても大きな家が建っ
ていて違和感がある

太陽光設置や建築物

の景観対策を考える
べき

ひな人形屋さん、鯉

のぼり屋さんが有名

十二単のお雛さんイベント
（お雛さん体験）等の伝統
産業のPR

運動会、文化祭の時に出店を

出している→若い世代へ継承 とどろきカフェ、ふれあ

い喫茶等をベテラン世代
が担っているが、若い世

代も活躍できるよう、若
手が活動する事業を市が
もっと助成する

道の駅の活用

空家・耕作放棄地・獣害対策

過疎化、将来空家
が増える

耕作放棄地や

獣害対策

空家・耕作放棄地・獣害対策

空家、使えるスペースを

活用
市は活用する人を支援

獣害対策として、イノシ

シ対策の柵を市の補助を
受けて設置

道の駅の活用

下水の推進 河川管理

景観支障への対策

地域のイベントや伝統行事の継承

人口が集中し道の駅がある南

山と、商業機能がある天神を
２つの柱にしてまちづくり

地域の拠点づくり

■ワークショップでの意見まとめ　ワークシート　（東条地域：Ｅ班）



■提案マップ　（東条地域：Ｅ班）


